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異種混合学習技術を活用した
日配品需要予測ソリューション
落合 光太郎

1.	はじめに

パート・アルバイトに労働力を依存する小売業において、
労働人口減少は喫緊に対応すべき問題となっています。労
働力の減少が即座に事業の縮小につながりかねないなか、
新たな働き手の模索とともに省力化・自動化の取り組みへ
のニーズが、今後急速に増していくと考えられます。

日々の業務において、短期間でのスキル習得が難しいも
のの1つとして発注業務が挙げられます。発注ミスによる事
業インパクトが少ない、非日配品（消費期限が長い食品や

雑貨類）においては、システムによる自動発注が整備されつ
つあります。しかしながら、発注ミスによる商品の廃棄コス
トが、そのまま事業に影響を及ぼしかねない日配品（消費期
限が短い食品）においては、天候やセール、周辺地域のイベ
ントなど、環境要因の影響が大きいため、システムによる自
動発注が困難な状況でありました。

本稿においては、NEC 独自の機械学習アルゴリズムであ
る「異種混合学習技術」を用いて、日配品の自動発注を可
能とした、需要予測型の自動発注ソリューションである「日
配品需要予測ソリューション」（図1）について説明します。

2.	ソリューションの特長

2.1 アルゴリズムの特長
異種混合学習技術の特長として、以下の2点があります1）。

（1）自動で最適なパターンを発見

日配品の需要を的確に予測するには、商圏など、予測
の対象となる店舗ごとの環境をモデル化することが重
要です。環境の違いを考慮する重要性を、コンビニエ
ンスストアを例にとって説明をします。
通常の路面店型のコンビニエンスストアと、オフィスビ
ルの中にあるコンビニエンスストアとでは、売上の傾向
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が異なります。雨が降った際に、一般的には通常の路
面店型の店舗は客数が少なくなり、売上が落ちてしま
うケースがあります。対して、オフィスビル内にあるコン
ビニエンスストアにおいては、雨が降った際に、そこで
働く人たちが外出して食事をとる人数が通常よりも減少
し、代わりにコンビニエンスストアで食事を買うため、
通常よりも売上が増えるケースがあります。このように、
店舗の立地によって、同じ環境（雨）であっても売上の
傾向が異なるケースが存在します。
この違いを予測モデルに反映させるためには、店舗ご
とに予測モデルを作成することが必要になります。多
店舗展開しているスーパーマーケットチェーンやコンビ
ニエンスストアチェーンなどにおいては、スーパーコン
ピュータでないと処理しきれない計算量が必要となっ
てしまい、従来技術では実現が不可能でした。異種混
合学習技術を用いれば、現実的な計算量の範囲で、か
つ、自動で最適な予測モデルを作成することが可能に
なります。

（2）可読性の高い予測モデル

需要予測を行う際に、重要な要素として、なぜそのよう
な結果が算出されたかの根拠が把握できるか、という
点があります。予測というものは100%当たるわけでは
ないため、外れた理由の把握が非常に重要となります。
例えば、予測モデルを利用する際、天気情報は通常、予
報データを活用します。天気予報自体、100%当たるわけ
ではないので、天気予報が外れた場合に予測結果が外れ
てしまうことはある程度、許容せざるを得ない事象です。
しかしながら、同じ外れた場合であっても、予測モデル
自体がおかしい場合には、何らかの対応をしなくてはい
けません。これらの違いを把握するためにも、予測モデ
ルの可読性の高さは非常に重要な要素となります。
もう1つの観点として、データの入手と予測精度との関係
性というものがあります。予測をする際、実際には予測
モデルに適用されるかどうかは別として、データの種類
は多い方が良い結果につながることが多くあります。し
かしながら、データを入手するためのコストや運用上の
手間を考慮しないと、継続的な活用が難しくなります。
例として、イベント会場が近くにある小売店の予測の事
例を用いて説明をします。イベントの内容まで予測モデ
ルに活用しようとすると、多くの情報を日 入々手する必
要があります。今日のイベントは、展示会なのかコンサー

トなのか、展示会であればどのような客層が多く来るの
か、コンサートであれば出演者が誰で内容はどういっ
たものか、コンサート自体のチケットの売れ行きはどう
なっているかなど、多くのデータが必要となります。こ
れらのデータを、日々、入手することは運用面を考慮す
ると避けなくてはいけないケースとなります。
予測モデル可読性が高いと、まずは必要と思われる情報
すべてで予測モデルを作成し、そのモデルに影響が大き
い因子データのみを継続して採取するということが可能
となります。こうすることにより、データ入手の負荷を大
きく軽減し、継続的な運用が可能となります。

2.2 アプリケーション機能の特長
従来の自動発注アプリケーションは、人手でパラメータ入

力による重み付け（チューニング）を、そのつど設定する必
要がありました。本ソリューションにおいては、需要予測数
をパラメータ入力などを行わずに自動で算出し、また需要予
測数をもとに、店舗の在庫情報や納品予定情報を用いて、
発注数まで自動で算出します。

従来の自動発注アプリケーションにおいては、チューニン
グを実施するために、発注業務のノウハウを持つ人間が実
施する必要があったことに対して、本ソリューションは自動
実行が可能なため、業務の省力化や発注精度の底上げが
可能となります。

アプリケーション機能としてのもう1つの特長としては、発
注に対して「意思入れ」が可能となります。「意思入れ」は
チューニングとは異なり、店舗の運営施策として、棚を充実
させたい商品カテゴリの欠品を減らすために、意図的に発
注数を増加させるなどの、調整を行う行為を指します。多少
の廃棄を許容し欠品を防ぐような、攻めの発注にしたいケー
スにおいて、発注数を10個増加させる、というように単純に
数量を一律に増加させることでも、もちろん実現できます。
しかしながら、晴れの日と雨の日とでは増やすべき量は異な
るべきであり、これらも店舗ごと/商品ごとの特性で重みを
変えることが可能であれば、より効果の高い店舗運営施策
を実施することが可能となります。

3.	ソリューションの効果

3.1 実店舗における効果
実店舗における検証にて、今まで担当していた発注作業
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者と比較して約40％の廃棄ロスを削減することができまし
た。またカテゴリによっては、廃棄ロスは大幅には減らな
かったものの、在庫数を増やすことが実現でき、結果として
売上の増加につながることが確認されました。

勘と経験と心情に左右される発注業務において、人手に
よる発注で廃棄を多く出した直後の発注は、心情的にも少
なめに発注してしまうことが多く、かえって欠品をしてしまい
機会損失による売り逃しが発生してしまいます。システムで
発注数を算出する際は、このような心情的なバイアスは発生
しないため、前述のような結果が得られたと考えています。

その他の要因としては、日々の需要の変化を大きく外すこ
となく捉えることができたことが挙げられます。一般的な統
計アルゴリズムを用いて、データサイエンティストがチューニ
ングした結果と比較したもの（図2）をみると、統計的な予
測誤差以上に、廃棄率の差が開いています。これは異種混
合学習技術の予測結果が大きく外すことが少ないため、多
少の余剰在庫が出た場合であっても、次の発注数を減らす
ことで吸収してしまうためです。

また、予測モデルの可読性の高さも業務に生かされた結

果が得られました。例として、ある店舗のシュークリームの
需要予測結果を用いて説明をします（図3）。シュークリー
ムなど、カスタードクリームの濃厚な味わいを特長とするス
イーツは、一般的には気温が上がると売上が下がる傾向とな
ります。ここまでの情報であれば、紙のマニュアルで伝達す
ることでノウハウを共有できますが、気温が1℃下がった際
にどれくらい売上が伸びるのかまでは、店舗ごとに異なるた
めマニュアル化は困難となり、結果として発注者のスキルに
依存してしまいます。可読性の高いモデルであれば、これら
の要因も把握でき、商品開発のような発注業務以外の用途
にも活用することが可能となります。

3.2 新規店舗の予測
過去のデータを学習して未来を予測する機械学習技術に

おいて、過去のデータの蓄積がない新規店舗の需要予測を
どのように行うのかが、重要な課題となっていました。特に
コンビニエンスストアのように、毎月新規出店が行われる業
態においては、新規店舗の需要予測ができることは重要な
要素であると考えています。

本ソリューションにおいては、売上の傾向が似ている複数
の店舗の開店当時の売上データをまとめて学習することに
より、過去の実績がない新規店舗の需要予測を実現しまし
た（図4）。実データを用いた予測結果においても、実績の
蓄積が乏しい期間は、自店舗のデータで作成した予測モデ
ルよりも予測精度が高かったという結果が出ました。この手
法を応用することにより、新規店舗の出店前の売上予測や、
新商品の発売前予測なども実現することが可能となります。

4.	おわりに

2015年5月にフランスの議会で、大手スーパーマーケット

図2　従来技術との比較

図3　シュークリームの予測モデル

図4　新規店舗の予測方法
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